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　オンラインショッピングなど通販が当
たり前の時代になり、それに伴う発送・
物流を支える梱包の重要度も増している。
そうした社会を支える役割を果たし、注
目されているのが株式会社印南製作所だ。
メール便用自動梱包機エコメールパック
や、最近では「Rola（ローラ）」という薄
箱自動梱包機が、令和のEC業界に革命
をもたらすとして話題になっている。
　元々、主力として取り扱っていたのは
包装機械である。このことについて印南
社長から分かりやすい解説があった。「包
装は商品を包むもので、衛生的であるな
どの付加価値が必要となります。梱包は
そうした商品を箱詰めなどして物流に乗
せるもの。これまではそんなに付加価値
が高くなかったため、大量発送でも人海
戦術が主な手段でした。ところが今の時
代はEC市場が伸び、梱包品の物流がも
のすごい勢いで伸びている。それなのに
労働力不足の問題もあり、人海戦術だけ

では間に合わなくなります。そこで梱包
機械のニーズが高まりつつある端境期に
あって、包装機械メーカーが梱包機械に
手を付けつつある。なぜなら人口減少に
よって商品そのものの数がなだらかに減
ると、包装需要も減速が始まると予測さ
れるからです。当社は以前から梱包機械
も手掛けていましたから、後にお話しす
るニッチトップ育成支援を通して、私た
ちが実現した技術に関して知財で押さえ
られるところはぜひ押さえたいと考える
ようになりました。『包装から梱包へ』と
いうムーブメントの中でいち早く着眼し
ていたものを守り抜き、今後も継続して
提供したいという想いがあったのです」

　そうした業界的な背景もある中で、同
社は経済産業省関東経済産業局による令
和2年度の「チーム伴走型知財経営モデ
ル支援事業」に選ばれてサポートを受け
た。この事業は中小企業各社の抱える経

「一世紀事業所」につなげるためにも
 知財に継続して取り組みたい
「便利」を作り続けている省力化機械メーカー。
さまざまな商品の包装・梱包のプロフェッショナルとして
専用機械を製造・販売。通販・物流のスムーズ化などで
大きく社会に貢献している。また、開発力が高く
顧客からの難しい注文にも知恵を絞って対応することから
「断らない印南」の合言葉が生まれている。

営課題に合わせて構成された専門家チー
ムが、知財経営の伴走支援を行うもの。
そのプログラムが終了し、さらに継続し
て知財に取り組んでみないかという紹介
があり、知財センターによるニッチトッ
プ育成支援を受けることになった。
　印南社長は「ニッチトップ育成支援は
今後の事業活動の布石にもなり、知財活
動の重要性を十二分に認識できた3年間
でした。抽象論ではなく、より当社の実
務に沿った視点で支援してもらったとい
うのが率直な感想です」と振り返る。

　印南社長はさらにこう続けた。「それ
まで私たちは、他社の動向や、どういう
ものが知財に値するか、さらには特許や
意匠や実用新案の区分などを明確には理
解していなかったんです。なぜかという
と、当社が一大ヒット商品を扱っていな
かったから。顧客の要望に応えて製品開
発を続けてきましたから、言わば一品料

理を提供するような形で生き残ってきた
会社です。ですから、知財を押さえてお
く必要があるような切羽詰まった状況で
はなかったとも言えます。しかしながら
今後新たな製品開発を行った際に、知財
に関する知識がないと他社に勝てなくな
るかもしれない。そんなことに気付いた
だけでも良かったですね」
　支援期間中には、自社初となる特許出
願によって「Rola」に使われている封函技
術を登録させるという成果も得た。「ほん
の数ヵ月でかなりスピーディーに登録さ
れましたから、製品のリリースも早くで
きました」と微笑む印南社長。他の権利
化にも引き続き取り組んでいるところだ。

　ニッチトップ育成支援のプログラムに
は開発事業部の設計者たちも参加して学
んだ。「社員は最初はピンとこなかったか
もしれませんが、現実的に着実に権利化
が進む過程も体感することで、自身のこ

ととして分かり始めたかもしれません」
　藤村常務は「最初は知財用語が全然分
からなかったのですが、粘り強く教えて
もらいました。それからさまざまな事例
について、さらには競合するメーカーの
話題など現実的な内容になるにつれて、
よく理解できるようになりました。もし
かしたら3年という支援期間がちょうど
良かったかもしれません」と語り、印南
社長は「最初の頃は知識としての点と点
が結び付かなかったのが、中間を越えた
くらいから線で結び付くようになりまし
たね」と続けた。

　印南製作所の企業CMには「便利を作る

のは難しい。便利を作り続けるのはもっ
と難しい」というナレーションがある。
印南社長はこの継続することへの想いを
「一世紀事業所」という言葉に込めている。
「あと30数年で到達する『一世紀事業所』
を目指していますが、そこに結び付ける
ためには技術を模倣されないようにする
ことも必要でしょう。そして今まで世の
中になかったものを途中で投げ出さずに
作り続けることが、最終的にユーザーさ
んが希望する省力化につながって『便利
になりましたよ』と言われると私たちの
大きな達成感になります」
　風呂敷に包んだものをお渡しするとい
う日本人特有の「包んで、装う」という文
化や精神も大切だと語った印南社長。そ
んな同社の努力の結晶である技術が知財
に包まれ、明日に渡されようとしている。

「包装から梱包へ」の時代に
権利化によって技術を守る

ちょうど良い支援期間で
点と点が線としてつながる

「事業を恙なく遂行させるために知財活動を行うのだ」という方針の元に、
ニッチトップ育成支援に積極的に取り組まれました。支援終了後も発明
発掘に引き続き取り組むなど、継続的な知財活動が始まっていると感じ
ます。60 年以上の製造業の社歴に刻まれたノウハウも必ずあるはずであ
り、今後の梱包機開発が期待されます。 　　　 担当：阿部アドバイザー

事業遂行のための継続的な知財活動がスタート
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知財を押さえておく必要性 「便利になった」と言われると
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薄箱自動梱包機「Rola」。「コン
パクトなのにできるヤツ！」という
キャッチフレーズで、ポスト投函
型の薄箱を1時間に1,200個
梱包する画期的な機械である。

梱包機業界に一石を投じ、印南ブランドを確固
たるものにした、ポスト投函型薄箱自動梱包機

「Trinity Cube（トリニティーキューブ）」。

知財活動の重要性を
十二分に認識できた3年間

A3からB1サイズの
ポスターを巻取り、
外形35mm固定で
筒状に仕上げるこ
とで発送に適したも
のにする、ポスター
巻取りテープ貼り
装置。

ゆーちゅーばー亭てっちゃんをナビゲー
ターとする「モノづくり IN チャンネル」
では同社のさまざまな情報発信が楽し
く行われている。


